








これまでの研究経過は、大きく 4 期に分けられます。第 I 期(昭和53年度~55年度)は、研究主
題を f本校の児童・生徒の実態に応じた教脊課穫の縞成と実践j と設定して、産籍児童・生徒の実
態を把躍することから始まり、社会生活適応能力の向上育成を自指す教育を探究しました。第豆期
(昭和56年度~58年度)では、同じ研究主題を持ち越し、 3 ヶ年の年次計画を立てて、先ず 1 年目









言う基本構想の下に、平成 6 年までの 6 ヶ年開を予定し、第 1 次(平成元年度~2 年度)は「小・
中・高各学部のそれぞれの取り組みからの提言j、第 2 次(平成 3 年度~4 年度〉は「小・中・高
各学部開の実践交流j、第 3 次(平成 5 年度~6 年度)は「家庭、地域との実践交流j と、年次計
画を立てて実践研究を進めております。
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第 l 次(平成元年度~2 年度)
r IJ¥・中・高各学部それぞれの取り組みからの謡言J
第 2 次(平成 3 年度~4 年度)
-中・高各学部開の実践交流J





















































































ら、「働く j と f遊ぶJが自然と溶けこむような、かつ、青年前期、中期へとつながるような兜童
期の生活づくりを自指してきた。また、毎日の授業研究会を通して、子どもたちが、その生活に、
自ら取り組むことができるような指導の手立てを、「できる状況・する状況づくり j として追究し
てきた。
今後も、この取り組みを深め、「家庭、地域との実践交流Jを進めながら、より、児童期の生活
に見合った教育の姿を追究してし、く。
中学部i立、高等部が行う卒業生の競査研究に関するデータの活用、および児
童期@青年中期の生活づくりを参考!こしながら、“はたらく"ことをテーマにし
た青年前期の生活づくりに取り組む。
(取り組みの援要)
“f青年前期の生活づくりJ一自分たちの力で取り組む場を増やす指導一"
全ての生徒と教師が、毎日の生活の場を共有することで、集団の中でより「領」が生きるという
思し、から 1学級体棋をスタートして、今年で 4年目になる。今回は、「自分たちの力で取り組む場
を増やすJということを基本理念とした操々な実践を通して、教育内容や教育目標、指導過桂の再
検討をおこない、生徒たちのこれまでの暮らし(児童期)とこれからの暮らし(青年中期〉をふま
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えて、中学部(青年前期)の生活づくりに取り組んできた。
今、生徒達は、学校生活場麗においては、本物以上の兄弟姉妹のように生活している。今後、新
指導項巨表の実践化や指導過翠、家庭との連携等の諸条件を整理していくと共に、卒業生の調査研
究のデータから考えさせられたこと、昨年、中学部卒業とともに社会に諮み出した生徒が、その後、
どのように生活しているのか等を踏まえながら、 “はたらく"ということを意識した青年前期の生
徒達に見合った教育の姿を追究していく。
高等部は、卒業生の課査研究と、それに関するデータの活用、および毘輩期@
膏年前期の生活づくりを参考!こしながら、“はたらく"ことをテーマにした青年
中期の生活づくりに取り絡む。
(取り組みの鞭嬰)
“卒業生の実態識査から青年中期の生活づくりを考える"
本校高等部が設置され、養護学校が義務化されて12年が経過し、今までの本校の教育実践が、具
体的なかたちで問われる節毘の時期をむかえている。そこで、 1991年に本校卒業生の実態調査を実
施し、彼等のおおよその生活の様子を知ることができた。その調査の中から、就職者の就労状況を
もとに、そして、小学部(児童期)・中学部(青年前期)の生活づくりをふまえながら、高等部と
いう青年中期の生活づくりに取り組んできた。今回は、卒業生の実態調査から学校教育にフィード
パックできるものを、教育構造の指導要素一つひとつについて見直し、検討を重ねていったが、基
本的には今までのものが間違いでなく、青年中期に見合う、その内容の質を高めていくことが確認
された。
今後、生捷自身の人生を、いかに商圏からの援助を適切なものにして最良のものとしていくかに
ついて、学校教育だけでなく、家庭や地域と共に、できるだけの努力をしていきたい。
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